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118
●
今
月
の
一
冊

茂
木
健
一
郎
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊

11 デ
ー
タ
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
外
食
業
界
・
消
費
者
動
向ビジネス食 考

118 26 11

客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
／
人
生
に
革
命
が
起
き
る
１
０
０
の
言
葉

人
生
が
困
難
な
の
で
は
な
い
。

あ
な
た
が
人
生
を
困
難
に
し
て
い
る
の
だ
。

人
生
は
、
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。

出
光
商
会
は
、
父
兄
に
代
わ
っ
て

若
者
を
訓
育
す
る
責
任
を
感
じ
て
い
る

眼

〈
グ
ル
メ
誌
の
特
集
紹
介
〉

静
岡
で
大
吟
醸
向
き
酒
米
開
発

現
行
種
よ
り
収
量
多
く

 
 

現
行
の
県
産
主
力
酒
米
に
比
べ
収

量
が
多
く
、
大
吟
醸
酒
に
適
し
て
い

る
の
が
特
徴
。
水
田
面
積
10
ア
ー
ル

当
た
り
５
０
０
kg
収
穫
。
県
は
今
秋

に
収
穫
す
る
開
発
中
の
酒
米
で
、
県

内
の
酒
造
会
社
５
～
６
社
に
試
験
醸

造
し
て
も
ら
う
方
針
。

 
 

「
静
茶
94
号
」
と
い
う
酒
米
は
、

県
産
主
力
酒
米
「
誉
富
士
」
と
「
山

田
錦
」
を
交
配
し
た
も
の
。
コ
メ
中

心
の
で
ん
ぷ
ん
質
「
心
白
」
が
小
さ

い
。

 
 

富
士
錦
酒
造
が
「
静
茶
94
号
」
を

使
用
し
、
精
米
歩
合
40
％
の
大
吟
醸

酒
を
試
験
醸
造
し
た
と
こ
ろ
、
「
す

っ
き
り
し
た
味
わ
い
の
良
い
酒
が
で

き
た
」
。
原
料
と
し
て
本
格
採
用
す

る
意
向
の
酒
造
会
社
が
多
け
れ
ば
、

静
岡
県
は
農
林
水
産
省
に
品
種
登
録

を
申
請
す
る
方
針
だ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

▽
料
理
通
信
／
11
月
号

特
集
１
‥
家
で
も
、
店
で
も
、
自
家

製
し
よ
う
！

ベ
ー
コ
ン
、
コ
ン
ビ
ー
フ
、
サ
バ
の

オ
イ
ル
煮･

･
･
･

ｅ
ｔ
ｃ

人
気
店
に
教
わ
る
注
目
の｢

自
家
製｣

レ
シ
ピ
43

「
自
家
製
」
の
文
字
が
メ
ニ
ュ
ー
に

あ
る
と
、
他
の
料
理
よ
り
も
目
に
と

ま
り
や
す
く 

つ
い
頼
み
た
く
な
る

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
す
た
め
、
安

心
・
安
全
の
た
め
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

の
た
め
、
自
分
の
味
を
出
す
た
め
、

好
き
・
楽
し
い
か
ら
な
ど
、
自
家
製

の
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
食
の
現
場

で
注
目
の
自
家
製
ア
イ
テ
ム
を
レ
ス

ト
ラ
ン
、
バ
ル
、
酒
場
、
カ
フ
ェ
に

探
し
ま
し
た
。

・
シ
ェ
フ
に
教
わ
る
人
気
の
自
家
製

ア
イ
テ
ム

シ
ン
プ
ル
な
材
料
と
道
具
で
作
れ
る

自
家
製
ア
イ
テ
ム
を
シ
ェ
フ
が
伝
授
。

シ
ェ
フ
の
視
点
が
加
わ
っ
た
自
家
製

は
、
専
門
店
の
も
の
と
は
ひ
と
味
違

い
ま
す
。
最
小
限
の
調
味
料
だ
け
で

素
材
の
味
を
引
き
出
し
た
り
、
万
能

調
味
料
と
し
て
様
々
な
料
理
に
展
開

し
た
り
。
お
茶
も
あ
れ
ば
、
ハ
ム
も

あ
る
。
家
で
も
店
で
も
使
え
る
自
家

製
の
極
意
を
お
伝
え
し
ま
す
。

・
シ
ェ
フ
に
教
わ
る
人
気
の
「
自
家

製
」
レ
シ
ピ
集

シ
ャ
ル
キ
ュ
ト
リ
ー
、
チ
ー
ズ
か
ら
、

調
味
料
、
漬
け
物
、
ド
リ
ン
ク
ま
で
。

自
家
製
で
き
る
も
の
は
幅
広
く
、
作

業
も
手
間
も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
無
理
な
く
取
り
か
か
れ
る

よ
う
、
「
食
べ
ご
ろ
」
ま
で
に
か
か

る
時
間
ご
と
に
紹
介
。
す
ぐ
に
仕
上

が
る
の
も
、
じ
っ
く
り
数
十
日
待
つ

の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
愉
し
い
！
仕
上

が
り
に
合
わ
せ
て
キ
ッ
チ
ン
プ
ラ
ン

を
立
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
料
理
王
国
／
11
月
号

大
特
集:

 

な
ぜ
、
こ
の
店
に
行
き
た

く
な
る
の
か
？

・
永
遠
の
「
３
８
０
０
円
」
に
込
め

た
料
理
哲
学

・
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
見
直
す

・
商
業
開
発
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
聞

く
繁
盛
点
へ
導
く
成
功
の
条
件

・
30
代
で
独
立
す
る
５
人
の
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ
「
嗜
好
の
不
文
律
」

・
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！

お
金
の
は
な
し

・
料
理
の
可
能
性
を
広
げ
る
最
新
調

理
器
具

・
料
理
人
が
勧
め
る｢

新
た
な
食
材｣

／
素
材
の
旨
味
だ
け
を
引
き
出
す
プ

レ
ミ
ア
ム
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
独
立
の
夢
叶
え
る
な
ら
ル
・
コ
ル

ド
ン
・
ブ
ル
ー
へ

・
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ
と
シ
ェ
フ
渾

身
の
皿

苦
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
低
い

戸
口
に
対
し
て
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
頭
を

ぶ
つ
け
て
い
る
だ
け
の
こ
と
。
事
前
に

背
中
を
曲
げ
れ
ば
何
も
問
題
は
な
い
の

で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
人
は
低
い
戸

口
が
「
原
因
」
で
あ
り
、
自
分
は
悪
く

な
い
、
と
言
い
ま
す
。
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
腰
を
曲
げ
な
い
自
分
が
悪
い

だ
け
な
の
で
す
。

 
 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
生
き
れ
ば
人
生

が
辛
く
、
苦
し
く
な
り
、
ど
の
よ
う
に

生
き
れ
ば
、
人
生
が
シ
ン
プ
ル
に
な
る

 
 

「
人
生
が
辛
く
、
苦
し
い
」
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
、
自
分
の
手

で
わ
ざ
わ
ざ
「
人
生
を
辛
く
苦
し
い
も

の
に
し
て
い
る
」
の
で
す
。
ア
ド
ラ
ー

は
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う
に
例
え
ま
し
た
。

 
 

「
高
さ
が
５
フ
ィ
ー
ト
（
約
１･

５

メ
ー
ト
ル
）
し
か
な
い
戸
口
を
通
り
抜

け
る
方
法
に
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
ま

っ
す
ぐ
歩
く
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は

背
中
を
曲
げ
る
こ
と
で
す
。
最
初
の
方

法
を
試
せ
ば
、
横
木
に
ぶ
つ
か
る
だ
け

で
す
」
と
。
つ
ま
り
「
人
生
が
辛
く
、

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
を
一
行
で

言
い
表
す
こ
と
は
さ
す
が
に
で
き
ま
せ

ん
。
現
段
階
で
お
伝
え
で
き
る
の
は
、

現
在
の
人
生
を
決
め
て
い
る
の
は
「
運

命
」
や
「
過
去
」
の
ト
ラ
ウ
マ
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
考
え
方
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

 
 

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
い
つ
で

も
決
意
さ
え
す
れ
ば
、
自
分
の
人
生
を

シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
そ
ろ
そ
ろ
、
自
分
の
頭
を
横
木
に

ぶ
つ
け
る
の
を
や
め
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。｢

人
生
を
困
難
に
し
て
い
る｣
の
を
や
め
れ
ば
い
い
の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の｢

メ
ジ
ャ
ー
化｣

が
始
ま
っ
た
!

 
 

今
回
の
キ
リ
ン
と
ヤ
ッ
ホ
ー
の
提

携
は
、
単
に
大
企
業
が
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
手
を
握
っ
た
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
キ
リ
ン
と
し
て
は
ビ
ー
ル
事

業
の
大
き
な
転
換
点
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の

メ
ジ
ャ
ー
ビ
ー
ル
路
線
の
反
省
と
今

後
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に
賭
け
る
意

義
に
つ
い
て
深
く
言
及
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
キ
リ
ン
の
磯
崎
社
長
の
発

言
を
紹
介
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「
大
手
の
ビ
ー
ル
は
、
淡
色
の
ピ

ル
ス
ナ
ー
タ
イ
プ
と
い
う
限
ら
れ
た

味
覚
の
範
囲
で
競
争
し
て
い
る
。
大

手
が
よ
り
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
飲

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
衆
化
、

 
 

９
月
下
旬
、
ビ
ー
ル
業
界
に
電
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
「
よ
な
よ
な
エ
ー
ル
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
で
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
を
展
開
す
る
ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ
ン
グ(

ク
ラ
フ
ト
業
界
ト
ッ
プ
企
業)

と
提
携
、
キ
リ
ン
が
ヤ
ッ
ホ
ー
の
株
式
の
33
・
４
％
を
取
得
し
、
ヤ
ッ
ホ
ー

製
品
の
製
造
も
手
掛
け
て
い
く
と
い
う
も
の
。
マ
イ
ナ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
売
り

に
伸
び
て
き
た
日
本
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
市
場
は
、
一
気
に｢

メ
ジ
ャ
ー
化｣

す
る
の
だ
ろ
う
か
？

低
価
格
化
を
進
め
た

結
果
、
味
に
違
い
が

無
く
な
り
、
大
手
の

ビ
ー
ル
は
つ
ま
ら
な

い
、
と
感
じ
る
方
が

増
え
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
逆
に
お

客
様
の
ビ
ー
ル
離
れ

を
招
い
て
い
る
。
味
覚
の
画
一
化
か

ら
脱
却
し
、
市
場
の
流
れ
を
大
き
く

変
え
た
い
。
ビ
ー
ル
全
体
を
魅
力
的

な
も
の
と
思
っ
て
い
た
だ
き
、
市
場

を
元
気
に
す
る
。
そ
の
原
動
力
が
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
。
市
場
を
活
性
化
す

る
と
共
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
味
覚

の
多
様
性
を
キ
リ
ン
の
新
た
な
競
争

軸
に
し
た
い
。
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
と

は
違
う
、
個
性
的
な
味
覚
と
共
に
、

造
り
手
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
今
ま
で
、
ビ
ー
ル
を
飲

ま
な
か
っ
た
若
者
や
女
性
に
も
ビ
ー

ル
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」

 
 

一
方
、
ヤ
ッ
ホ
ー
の
井
出
社
長
は

９
期
連
続
増
収
増
益
、
年
率
２
桁
で

成
長
し
て
き
た
自
信
を
も
と
に
、
ア

メ
リ
カ
最
大
手
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ア
ダ

ム
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
取
り
入

れ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
市
場
の
17･

５
％
の
シ
ェ

ア
を
誇
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
ア
ダ
ム
ス
は

ビ
ー
ル
を
自
社
で
作
る
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
外
部
の
会
社
に
製
造
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
市
場
は
成
長
を
続
け
て

お
り
、
ビ
ー
ル
市
場
全
体
の
シ
ェ
ア

は
出
荷
ベ
ー
ス
で
７･

８
％
、
金
額

ベ
ー
ス
で
14･

３
％
。
日
本
は
ま
だ

出
荷
ベ
ー
ス
で
０･

４
～
０･

５
％
、

金
額
ベ
ー
ス
で
１
％
ぐ
ら
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

 
 

ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
の
ビ
ー
ル

売
場
へ
行
く
と
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

や
Ｌ
Ａ
の
街
で
は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

を
置
く
店
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

若
い
人
や
女
性
が
好
ん
で
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
飲
み
ま
す
。
生
産
者
（
ブ

ル
ワ
リ
ー
）
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、
味

の
違
い
を
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
が
日
常

化
し
て
い
ま
す
。

 
 

日
本
で
は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
や

っ
と
東
京
で
定
着
し
始
め
た
段
階
。

伸
び
る
余
地
は
は
か
り
知
れ
な
い
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
ヤ
ッ
ホ
ー

の
井
出
社
長
は
そ
れ
を
感
じ
、
先
取

り
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
販
売
や
直
営

店
出
店
と
い
っ
た
行
動
を
起
こ
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
キ
リ
ン
と
組
ん

で
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
拡

大
、
生
産
増
強
を
図
り
ま
す
。

 
 

キ
リ
ン
は
、
７
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
、
自
然
と
共
存
し
た
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
も
の
づ
く
り
を
行

う
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

 

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ 

Ｂ

Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｙ｣

を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
同
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
は
、
来
春
、

代
官
山
東
横
線
上
部
開
発
地
に
新
た

に
開
設
す
る
ブ
ル
ワ
リ
ー
と
、
横
浜

工
場
内
に
新
設
し
た
小
規
模
製
造
設

備
の
２
ヵ
所
で
製
造
、
各
ブ
ル
ワ
リ

ー
に
併
設
す
る
店
舗
を
順
次
展
開
し

ま
す
。

 
 

今
回
の
ヤ
ッ
ホ
ー
と
の
提
携
と
は

別
に
、
す
で
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
事

業
へ
の
参
入
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

し
た
。
キ
リ
ン
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

に
賭
け
る
本
気
度
を
感
じ
ま
す
。
今

後
大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
が
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
戦
線
に
参
入
し
て
く
る
動

き
は
加
速
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

大
手
グ
ル
ー
プ
が
手
が
け
る
「
ク
ラ

フ
ト
メ
ジ
ャ
ー
」
の
動
き
か
ら
、
今

後
は
目
が
離
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

 
 

一
方
、
こ
れ
ま
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
人
気
を
引
っ
張
っ
て
き
た
小
規
模

ブ
ル
ワ
リ
ー
の
直
営
店
や
店
内
醸
造

の
店
の
「
ク
ラ
フ
ト
ギ
ル
ド
」
た
ち

も
ま
す
ま
す
勢
い
づ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
ブ
ー
ム

の
火
付
け
役
の
一
つ
「
ク
ラ
フ
ト
ビ

ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
近
く
、
高
円
寺

に
進
出
し
ま
す
。
高
円
寺
は
「
高
円

寺
麦
酒
工
房
」
発
祥
地
。
さ
ら
に
、

五
反
田
の
「
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
」
は
12

月
に
仙
台
に
出
店
。
こ
れ
か
ら
地
方

で
も
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
店
が
確
実

に
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

 
 
 
 
(

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
東
京
よ
り)

口利

①

▲

▲

▲
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酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）

解像度350dpi
アウトライン
EPSでフォトショップは保存�
1枚目と2枚目を分けて保存｡

118 26 11　

今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

そ
の
百
五
●
水
の
違
い
を
味
わ
う

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

～あき丸ワイン漫遊録～
⑱イタリア女性醸造家来日!!

(

(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

イタリア・ピエモンテ州リコッサか

ら女性醸造家ステラ・グラッソさん

が来日されて、コヤマカンパニーの

社員向けにセミナーを開いていただ

きました。

世界遺産が豊富なピエモンテの歴史、

ワイナリーが多くあり、いろいろな

土壌からタイプの違うワインがたく

さん造られていることなど、詳しく

分かり易くお話していただきました。

ピエモンテのワインの白ではガヴィ、

赤ではバローロ・バルバレスコが有

名です。比較的高価なワインですが、

気軽に楽しんでもらいたいために、

リーズナブルな価格設定をされてい

るようです。全部で６種類のワイン

を比較試飲させていただき、品種の

違い、味の違い、食べ物との組み合

わせなど、良い勉強になり、社員一

同のパワーアップになったに違いあ

りません。

私もワインはもちろんですが、今の

居酒屋さんでスタンダードなメニュ

ーになっているバーニャ・カウダが

ピエモンテ州の郷土料理であり、他

の州ではあまり食べられていないと

いうのは意外でした。

今回試飲した６種類のワインはどれ

もお店でお取り扱い易いものだと思

います。ぜひ一度お試しいただけた

らと思います。詳しくはコヤマカン

パニー社員にお尋ねください。

みんな一生懸命勉強しているところです。

で
江
戸
ま
で
運
ん
で
も
保
存
に
耐

え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、｢

下
り
酒｣

と
し
て
一
世
を
風
靡
。
現
在
で
も

灘
地
方
は
、
日
本
酒
の
生
産
量
で

日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
硬
度

の
低
い
軟
水
で
は
、
京
都
の
伏
見

や
広
島
が
有
名
で
す
。
き
め
の
細

か
い
、
優
し
い
味
の
酒
が
多
い
と

さ
れ
る
地
域
で
す
。 

 
 

な
お
、
硬
水
で
仕
込
ん
だ
酒
を
、

そ
の
味
わ
い
の
印
象
か
ら
男
酒
、

軟
水
で
仕
込
ん
だ
酒
を
女
酒
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 
 

最
近
は
、
酒
蔵
の
仕
込
み
水
を

飲
ま
せ
て
く
れ
る
居
酒
屋
も
あ
り

ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
仕
込
み

水
と
、
そ
の
蔵
の
酒
の
飲
み
比
べ

を
し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

水
に
注
目
し
て
み
る
と
、
そ
の
酒

の
新
た
な
表
情
が
見
え
て
く
る
は

ず
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

ち
く
ま
新
書)

「
酒
を
好
き
で
す
か
？
」
と
尋
ね
れ

ば
、
酒
好
き
は
ニ
ヤ
リ
と
す
る 

｢

女

性
は
好
き
で
す
か
？
」
と
い
き
な
り

尋
ね
る
の
は
失
礼
だ
し
ニ
ヤ
リ
と
も

で
き
な
い
が
、
酒
な
ら
ば
「
何
を
、

ど
の
く
ら
い
。
お
国
の
酒
の
お
す
す

め
は
？
」
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
話
は
は

ず
む
。
土
産
に
持
参
の
日
本
酒
を
さ

し
出
せ
ば
必
ず
喜
ば
れ
る
。

 
 

ど
こ
の
国
の
町
に
も
酒
を
愉
し
む

場
所
は
必
ず
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
パ

ブ
、
ド
イ
ツ
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
、
フ
ラ

ン
ス
の
カ
フ
ェ
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ

イ
ン
の
バ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ナ

ッ
ク
バ
ー
…
…
。
そ
こ
は
町
に
住
む

人
間
が
手
軽
に
一
息
つ
き
、
軽
食
を

と
り
、
会
話
を
か
わ
す
場
で
も
あ
り
、

ビ
ー
ル
一
杯
で
新
聞
に
読
み
ふ
け
り
、

ま
た
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
何

と
な
く
町
ゆ
く
人
を
、
世
間
を
眺
め

る
場
所
で
あ
る
。

 
 

日
本
で
は
居
酒
屋
が
そ
れ
で
あ
る
。

私
は
外
国
ヘ
行
け
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
や

各
国
料
理
店
よ
り
も
、
そ
う
い
う
居

酒
屋
へ
入
っ
て
み
た
い
。
そ
こ
に
は

そ
の
国
の
、
そ
の
町
の
庶
民
の
、
ま

た
酒
好
き
の
息
吹
き
が
あ
る
と
思
う

か
ら
だ
。
逆
に
日
本
を
訪
ね
た
外
国

人
を
案
内
す
る
の
に
寿
司
、
天
ぷ
ら

の
高
級
店
も
よ
い
け
れ
ど
、
居
酒
屋

も
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

つ
ま
り
庶
民
が
日
常
、
普
通
に
酒
を

飲
み
に
入
る
場
所
で
あ
る
。

た
。
し
か
も
、
名
だ
た
る
イ
ン
ポ

ー
タ
ー
が
一
堂
に
集
ま
り
、
各
々

ブ
ー
ス
を
構
え
ま
す
の
で
、
プ
ロ

と
直
接
対
話
し
て
い
た
だ
け
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

 
 

日
本
酒
で
は
、
高
清
水
、
八
海

山
、
大
七
の
３
軒
の
実
力
派
蔵
元

が
出
展
、
冷
や
と
燗
酒
の
違
う
温

度
帯
で
の
味
を
実
感
し
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
優
れ
も
の
燗
付
器
も

出
品
し
ま
す
。

 
 

な
お
、
試
飲
を
伴
い
ま
す
の
で
、

お
車
、
バ
イ
ク
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

 
 

お
問
い
合
わ
せ
は
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
―
２
１
―
０
８
５

２
、
コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
。

 
 

コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
秋
恒

例
の
催
し
、
「
原
点
回
帰
／
ワ
イ

ン
＆
日
本
酒 

プ
ロ
の
お
も
て
な

し
」
を
今
年
も
つ
ぎ
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

 
 

今
年
も
こ
だ
わ
り
の
食
中
酒
、

ワ
イ
ン
と
日
本
酒
に
焦
点
を
絞
り
、

お
店
の
料
理
に
合
う
品
揃
え
、
雰

囲
気
に
合
う
提
供
方
法
の
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
 

ワ
イ
ン
で
は
今
回
も
旨
安
!!
ワ

イ
ン
を
世
界
各
地
よ
り
集
め
ま
し

開
催
日 

平
成
26
年
11
月
11
日
(火)

時 
 

間 
 

午
後
１
時
～
５
時

会 
 

場 
 

西
武
高
槻
店
６
階

 
 
 
 
 
 
 
 

多
目
的
ホ
ー
ル

 
 
 

酒
は
人
類
共
通
の
飲
み
も
の
だ
。

そ
れ
ほ
ど
経
験
の
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
ど
こ
の
国
の
人
と
話
し
て
も

 
 

居
酒
屋
が
他
の
食
べ
も
の
店
と
一

線
を
画
す
の
は
、
気
に
入
れ
ば
毎
日

で
も
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。
寿
司
や
鰻
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
も
中
華
料
理
も
い
く

ら
好
き
で
も
同
じ
店
に
毎
日
は
行
か

な
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
居
酒
屋
は

気
に
入
る
と
毎
日
顔
を
出
す
。
品
書

き
も
何
ひ
と
つ
変
わ
ら
な
い
の
を
知

っ
て
い
る
の
に
、
「
ま
っ
た
く
変
わ

り
映
え
し
な
い
な
」
と
文
句
言
い
な

が
ら
、
同
じ
席
で
同
じ
物
を
注
文
す

る
。
そ
れ
が
蛸
ぶ
つ
だ
っ
た
り
塩
辛

だ
っ
た
り
で
、
主
人
は
主
人
で
「
た

ま
に
は
変
わ
っ
た
も
の
注
文
し
て
み

ろ
」
と
い
う
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。

居
酒
屋
と
は
そ
う
い
う
場
所
な
の
だ
。

  
 

酒
は
そ
れ
こ
そ
風
呂
へ
毎
日
入
る

よ
う
に
、
毎
日
飲
む
も
の
と
い
う
点

も
あ
る
け
れ
ど
、
居
酒
屋
と
は
「
居

心
地
」
を
愉
し
む
所
な
の
で
あ
り
、

良
い
居
心
地
は
毎
日
で
も
味
わ
い
た

い
。
居
酒
屋
の
「
居
」
は
居
心
地
の

「
居
」
で
、
そ
こ
に
居
る
時
間
を
愉

し
む
。
し
た
が
っ
て
、
酒
料
理
は
良

い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
居
心

地
、
す
な
わ
ち
主
人
の
人
柄
、
客
層
、

店
の
雰
囲
気
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が

優
先
す
る
。
こ
こ
が
「
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
に
ゆ
く
」
料
理
屋
や
レ
ス

ト
ラ
ン
と
は
も
っ
と
も
異
な
る
点
だ
。

 
 

自
分
の
金
で
毎
日
、
毎
日
は
無
理

で
も
時
間
が
あ
け
ば
迷
わ
ず
、
あ
る

い
は
最
近
行
っ
て
な
い
な
と
、
「
顔

出
し
に
」
行
く
所
だ
か
ら
、
値
段
は

安
く
な
く
て
は
い
け
な
い
。
い
つ
行

っ
て
も
同
じ
、
「
変
わ
り
映
え
し
な

い
」
マ
ン
ネ
リ
が
大
切
な
の
だ
。
流

行
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
古
く
な
る
と
す

ぐ
模
様
替
え
す
る
け
れ
ど
、
居
酒
屋

は
そ
の
正
反
対
だ
。

 
 

事
実
、
そ
う
い
う
居
心
地
の
よ
い

居
酒
屋
は
古
い
店
が
多
い
。
古
く
か

ら
続
い
て
い
る
の
は
、
地
元
の
客
を

相
手
に
、
正
直
な
商
売
を
誠
実
に
続

け
て
き
た
か
ら
だ
。
そ
こ
に
は
、
親

父
の
代
か
ら
通
っ
て
き
て
い
る
客
も

い
て
、
店
に
自
然
に
ひ
と
つ
の
雰
囲

気
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
雰
囲
気

に
な
じ
む
か
ど
う
か
は
こ
ち
ら
次
第

で
あ
る
が
、
男
も
あ
る
年
齢
に
達
し

た
ら
、
こ
う
い
う
店
の
一
つ
、
二
つ

も
知
っ
て
い
た
い
も
の
だ
。
主
人
と

仲
良
く
な
り
た
い
の
で
は
な
く
、
自

分
一
人
の
た
め
に
居
心
地
を
愉
し
め

る
場
所
。
し
か
も
そ
こ
に
は
酒
も
肴

も
あ
る
の
だ
。

(

新
潮
文
庫
『
超
・
居
酒
屋
人
間
』)

 
 

水
は
、
米
と
並
ぶ
日
本
酒
の
最

も
大
切
な
原
料
で
す
。
複
雑
な
醸

造
過
程
を
経
て
日
本
酒
は
完
成
す

る
の
で
、
仕
込
む
と
き
に
使
う
水

の
味
が
そ
の
ま
ま
酒
の
味
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

意
識
を
集
中
し
て
味
わ
っ
て
み
る

と
、
仕
込
み
の
水
の
特
徴
が
酒
を

飲
ん
だ
と
き
の
印
象
に
似
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
 

酒
蔵
で
は
、
米
を
洗
う
、
漬
け

込
ん
で
米
に
水
分
を
吸
わ
せ
る
、

米
を
蒸
す
、
で
き
た
お
酒
の
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
調
整
す
る
た
め
に

加
水
す
る
、
道
具
や
蔵
の
中
を
洗

う
…
…
等
々
、
大
量
の
水
を
使
い

ま
す
。
質
の
良
い
仕
込
み
水
が
、

ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
か
ど
う
か
は
、

酒
造
り
に
お
い
て
は
生
命
線
と
も

言
え
る
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

 
 

で
は
、
酒
造
り
に
向
く
良
い
水

と
は
ど
ん
な
水
で
し
ょ
う
。
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
大

前
提
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
鉄
や
銅
、

マ
ン
ガ
ン
な
ど
は
、
酒
に
悪
影
響
、

を
与
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
な
か

で
も
鉄
分
は
酒
に
色
が
つ
く
と
い

う
点
で
酒
造
家
か
ら
嫌
わ
れ
、
鉄

分
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い

の
が
、
仕
込
み
水
の
理
想
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

 
 

一
方
、
カ
リ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
、
リ
ン
酸
、
ク
ロ
ー
ル
な
ど

は
、
微
生
物
の
栄
養
と
な
る
た
め
、

ら
か
く
、
比
較
的
甘
口
の
酒
が
で

き
る
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

 
 

歴
史
的
に
有
名
な
硬
水
は
、
兵

庫
県
の
灘
の
宮
水
で
す
。
江
戸
中

期
ご
ろ
発
見
さ
れ
た
こ
の
水
で
仕

込
ん
だ
灘
の
酒
は
、
発
酵
が
進
む

た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
が
高
い
辛

口
で
、
切
れ
が
よ
く
、
船
に
積
ん

こ
れ
ら
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
ほ
ど
よ
く

含
む
硬
水
は
、
発
酵
が
進
み
ま
す
。

結
果
、
硬
水
で
仕
込
む
と
キ
リ
リ

と
引
き
締
ま
っ
た
キ
レ
の
い
い
辛

口
の
酒
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
反
対
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
少
な

い
軟
水
は
発
酵
が
遅
く
、
糖
分
が

ゆ
っ
く
り
と
ア
ル
コ
ー
ル
に
変
わ

っ
て
い
く
の
で
、
口
当
た
り
が
柔

水
は
最
も
重
要
な
原
材
料

２
０
１
４
秋

 
 

コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー

原
点
回
帰
／
ワ
イ
ン
＆
日
本
酒

プ
ロ
の
お
も
て
な
し

水
の
硬
軟
が
酒
質
を
左
右

達人

太田和彦が語る

①居酒屋とは？

「居酒屋の流儀」

女性醸造家ステラ・グラッソさん

●ぶどう便り

。

、
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